
発電所の設置又は変更の工事の事業に係る計画段階配慮事項の選定並びに当該計画段階

配慮事項に係る調査、予測及び評価の手法に関する指針、環境影響評価の項目並びに当

該項目に係る調査、予測及び評価を合理的に行うための手法を選定するための指針並び

に環境の保全のための措置に関する指針等を定める省令の一部を改正する省令（抜粋） 

  （環境影響評価の項目の選定） 

第二十一条 特定対象事業に係る環境影響評価の項目の選定は、当該特定対象事業に伴

う影響要因が当該影響要因により影響を受けるおそれがある環境要素に及ぼす影響の

重大性について客観的かつ科学的に検討することにより、次の各号に掲げる発電所の

区分に応じ当該各号に定める別表備考第二号に掲げる一般的な事業の内容と特定対象

事業特性との相違を把握した上で、当該一般的な事業の内容によって行われる特定対

象事業に伴う当該影響要因について当該別表においてその影響を受けるおそれがある

とされる環境要素に係る項目（以下「参考項目」という。）を勘案しつつ、前条の規定

により把握した特定対象事業特性及び特定対象地域特性に関する情報を踏まえ、当該

選定を行うものとする。 

一 水力発電所 別表第一 

二～四 略 

五 太陽電池発電所 別表第五 

六 略 

（手法の選定） 

第二十三条 前条第一項の規定による手法の選定における参考項目に係る調査及び予測

の手法の選定については、第二十一条第一項各号に定める別表備考第二号に掲げる一

般的な事業の内容と特定対象事業特性との相違を把握した上で、参考項目ごとに次の

各号に掲げる発電所の区分に応じ当該各号に定める別表に掲げる参考となる調査及び

予測の手法（以下この条及び別表第七から別表第十二までにおいて「参考手法」とい

う。）を勘案しつつ、最新の科学的知見を踏まえるよう努めるとともに、第二十条の規

定により把握した特定対象事業特性及び特定対象地域特性を踏まえ当該選定を行うも

のとする。 

一 水力発電所 別表第七 

二～四 略 

五 太陽電池発電所 別表第十一 

六 略

資料２－２ 
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